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報　告
　 7 月12日（土）聖学院大学体育館にて、聖学院
大学総合研究所研究プロジェクトによる子どもの
育ちと絵本研究ワークショップ「ふれあい・こと
ば・あそび　ふわふわ　ころころ」が開催された。
講師である加藤みや子氏（舞踊家）は、1977年文化
庁芸術家在外研修員として渡仏、渡米。コラボレー
ション作品やソロによる受賞多数。1970年代より
アメリカやブラジルなど海外フェスティバルへ招
待参加。1980年代より現在、幼児から大人までの
五感に響くワークショップを始動。アーカイブ公
演の企画と未来へのダンス教育を展開している。
開始風景
加藤みや子氏
　研究と実践とを結ぶワークショップは、「まなび
ほぐす（unlearn）」ことを含意している。参加者
が共に活動するなかで、これまでの学習や研究で
の「あたりまえ」という思い込みに気づいて解き
ほぐし、学びの仲間に出会い、互いに新たな学び
や研究をひらくときである（苅宿俊文ほか編『ワー
クショップと学び』東京大学出版会 2012年 参照）。
このワークショップでは、からだじゅうで絵本を
読んで、遊んで、絵本がもつことばと絵のリズム
や勢いをからだの動きと声の息づかいに実感して
みた。親子、学生、そして保育実践者など、絵本
が好きな人や子どもの育ちに関心をもつ人たちが
多数集まり、共に活動した。
　まずはウォーミングアップから。手や足を動か
しからだを解きほぐすことから始める。一人での
ストレッチから二人組ペアのストレッチへ。初対
面の参加者であってもペアを作ることですでに打
ち解けた雰囲気となり、会場は和気あいあいの状
態である。開始10分後、会場の参加者にはリラッ
クスした様子がうかがわれた。ジャンプしたり転
がったりする加藤氏の動きに、参加者の動きが呼
応していく。開始15分、音楽を使った活動へ。音
楽に合わせて走りまわり、音楽が止まると同時に
からだを止める。止まる時は誰かに触れて止まる。
これによって更に活動の一体感が強まっている様
である。子どもと一緒の活動では、お母さんと一
緒に床に横たわって転がったり、見えないボール
を投げたり転がしたりした。開始20分、絵本（元
永定正『ころころころ』福音館書店 ）を、講師と
一緒に声に出して、からだを動かしながら読む。「こ
ろころ」、「でこぼこみち」などがからだと声に表
れてくる。「赤い」などの形容詞もからだと声に表
れてくる。創作ダンスさながらの表現に参加者を
どんどん引き込んでいく様子は、まるで舞台のよ
うである。講師の読みに、参加者は指示されなく
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ても自然と応じており、共にからだで読みあうこ
とが同調的に起こっていく。子どもの想像力は限
りを知らず、様々な体を使った表現が生まれてい
く。読むことが参加者のなかに入って巡っていく。
開始30分、ヨガのスタイルで腹式呼吸の練習、劇
団員のような発声練習をすることによってお腹回
りの筋肉の動きを探る。その発声方法で読む声の
レッスン。そして、声の相撲や綱引きも皆で楽し
んだ。開始40分、グループ活動へ。グループごと
に異なる課題が出題され、打楽器の調べに合わせ
たり小さなボールを動かしたりしながら、仲間と
共に『ころころころ』のからだじゅうの読みを考
える。開始 １ 時間後、グループ発表。子どもを含
めて独創的な発表が続く。「ころころ」を表現する
だけでも、多種多様な表現がからだの動きででき
る、ということを改めて感じさせられた。この発
表を見つめる子どもの眼差しは、驚きと好奇の連
続であり、未知なる発見の連続であるようである。
開始 １ 時間１０分、打楽器に合わせてさらなる発
表へ。一度目より洗練され、また音楽が入ること
により動きが大きくなっているようである。
会場風景
　文字や絵は、事実や写実的な模写ではなく、あ
るイメージや象徴的メッセージを抽象的表現で表
わそうとするものである。少ない文字と描かれた
数枚の絵の背後に隠されている絵本の「メッセー
ジ」をからだで表現することにより読み解き、そ
れらの文字や絵を超越した「感性」を味わってい
るようである。このワークショップのなかで、子
どもも大人も、想像力による原体験をすることに
なったようである。幼児と大人とのコミュニケー
ションの手段であった絵本が媒介となり、からだ
じゅうで一緒に読みあうことにより世代を超えた
伝達ツールへと変容していく様が、このワーク
ショップで起こったといえる。「ふれあい」、「こと
ば」、「あそび」が一体となり、ふわふわ、ころこ
ろした原体験として、「子ども」を感じるよき経験
となった。
（文責：出野由紀子［イデノ・ユキコ］聖学院大学
大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士後
期課程 3 年）
